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2023 年３月期通期業績予想値と実績値との差異および剰余金の配当に関するお知らせ 

2023 年３月期の通期連結業績予想について、2023 年２月 10 日に公表いたしました通期業績予想値との差

異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。 

また、当社は 2023 年５月 15 日開催の取締役会において、2023 年３月 31 日を基準とする剰余金の配当に

ついて、下記のとおり決議いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、本件は、2023 年６月 28 日開催予定の第 17 期定時株主総会に付議する予定であります。 

記

１． 2023 年３月期 通期連結業績予想値と実績値との差異 

(2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）

売上収益 
(百万円) 

営業利益 
(百万円) 

税引前利益 
(百万円) 

親会社の所有
者に帰属する
当期利益 
(百万円) 

基本的 
１株当たり 
当期利益 
(円) 

前回発表予想 (Ａ) 220,000 △800 △1,000 △600 △21.48

実績値 (Ｂ) 225,655 △8,249 △8,721 △7,086 △252.57

増減額(Ｂ－Ａ) 5,655 △7,449 △7,721 △6,486

増減率 (％) 2.6 ― ― ―

(ご参考)前期実績 

(2022 年３月期) 
170,588 △4,046 △3,714 △1,390 △49.50

２．理由 

売上収益は前回発表予想から大きな乖離はありませんでしたが、利益面では、当第４四半期連結会計期間

(2023 年１月～３月)において、北米セグメントの連結子会社４社に係る事業用資産の一部について 87億 48

百万円を減損損失として計上したことを主因に、営業利益、税引前利益、親会社の所有者に帰属する当期利

益が前回発表予想を下回りました。 



 

 

３．剰余金の配当 

 
決定額 

直近の配当予想 
（2023 年２月 10 日公表） 

前期実績 
(2022 年３月期) 

基 準 日 2023 年３月 31 日 同左 2022 年３月 31 日 

１株当たり配当金 ７円 11 円 12 円 

配 当 金 総 額 198 百万円 ― 340 百万円 

効 力 発 生 日 2023 年６月 29 日 ― 2022 年６月 30 日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

４．理由 

当社は、今後の事業展開及び設備投資等を勘案した上で、長期にわたり安定的に業績に応じた成果の配分

を実施することを配当の基本方針としております。 

しかしながら、2023 年３月期の連結業績、経営環境や利益水準、今後の事業展開等を総合的に勘案し、

期末配当金は直近の配当予想の１株当たり 11 円から７円とし、中間配当金と合わせて、年間配当金は合計

で 20 円とさせていただく予定であります。 

 

以上 




